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要約 

青年期は，親子間コミュニケーションが複雑化し親子間での葛藤が生じやすい一方，親子間コミュニケーシ

ョンが青年の適応的な発達や精神的健康にとって重要であると言われている。しかし望ましい親子間コミュ

ニケーションのあり方や青年期の親子間コミュニケーションの理論は未確立である。そこで本研究では，青

年期研究の学術誌から抽出した文献を，家族機能に基づく Olson の円環モデルの観点から概観することで，

青年期特有の親子間コミュニケーションのあり方を見出すことを目的とした。抽出した 35 件の文献を概観

した結果，青年期の親子間コミュニケーションでは，親の受容的，共感的な聴く態度と，青年が自分自身の

意見や感情に関して自己開示することの連続性の重要性が明らかになった。また，異性関係にも関心が注が

れるようになりアイデンティティ確立や個別化が進む中，親子間コミュニケーションで父親が担う役割が重

要になってくることが示唆された。 
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Ⅰ．背景と目的 

 1．青年期の親子間コミュニケーション 

青年期は親からの自立が促進され，仲間関係を

より重要視するようになる時期である。この時期

は安定した仲間とのアタッチメント（peer 

attachment）の形成が求められる。このアタッチ

メント形成には親とのアタッチメントが反映され

ることがわかっている（Gorrese & Ruggieri, 

2012）。しかし青年期は，自律性の発達ゆえに親

子のアタッチメント形成がより困難となり，親子

関係が不安定になると言われている（金政，2014）。

親子間での物事の捉え方の差異が顕著になったり

（Offer et al., 1982；Hartos & Power, 2000），自

律性の発達が重要であるこの時期に親が干渉しす

ぎることで親子間葛藤が増えたりする（たとえば

De Goede et al., 2009）。 

ところで，親とのアタッチメントや関係性を測

定する尺度の多くに下位概念としてコミュニケー

ションが含まれている（Armsden & Greenberg, 

1987；Hair, 2005）。親子間コミュニケーション

とは親と青年による言語的やり取りを表しており，

親とのアタッチメントや親子関係を調整する実際

の行動の側面とされている。すなわちコミュニケ

ーションは，情緒的な絆や関係性といった目に見

えないつながりを築くための，客観的に確認可能

な相互作用行動である。また，青年が不適応状態

に陥った時，親子のコミュニケーションがバッフ

ァー機能を果たすことも知られている（Stoppa et 

al., 2011；Kumpfer, 1999）。以上のことから，親

子間コミュニケーションは青年の適応的な発達に

寄与していると言える。 

心身ともに大きく変動が起こる青年期は適応問

題などが現れやすい時期だとされており，家庭は

青年期の子どもにとって避難所としてあり続ける
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（金政, 2014）。不安定さを抱えながらも，青年期

も青年の精神的健康や発達のために安定した親と

のアタッチメントや関係性が求められる。そして

それらは，調整機能を果たす親子間コミュニケー

ションのあり方によって左右され得る。しかし，

青年期の親子間コミュニケーションは理論として

未だ確立されていないままである。どのようなコ

ミュニケーションによって青年の適応的な発達や

精神的健康につながる親子間の調整がされ得るの

か明らかになっていない。ゆえに，青年期特有の

親子間コミュニケーションとはどのようにあるべ

きかを見出すことは，青年の人格形成や適応的な

発達にとって重要である。 

 

 2．青年期の発達と性差 

青年期は第二次性徴を迎え，目に見えて身体に

性差が現れ始める。また心理的にも，第二の個体

化の時期とも言われる性差の影響に対する考慮が

欠かせない時期である。Blos（1967）によれば，

精神分析的な性への衝動が青年期前・中期にかけ

て際立ち，この時期を過ぎて後期になるにつれ統

合されていく。これに伴い対人関係においても性

差による違いが現れ，前期は同性との関係が強調

され，中期は対象が異性へと移る。この変化と並

行して，再燃したエディプス葛藤を乗り越え同性

の親との同一化が成し遂げられる必要がある。ゆ

えに，青年期の親子間コミュニケーションは母親

との関係性のみでは捉えきれない。また，Marcia

（1980）は，アイデンティティの発達は男女とも

に質的に異なると主張している。したがって，ア

イデンティティ確立が課題となる青年期は，その

質的な違いとして性差が如実に現れると考えられ

る。 

以上のことから，青年期は青年の心理的発達と

それに伴う親子関係の変化への性差の影響が特に

顕著になる。したがって，青年期の親子間コミュ

ニケーションのあり方を捉える際，青年期前・中

期に着目し，かつ両親の性差も考慮する必要があ

る。すなわち青年期の親子間コミュニケーション

は，青年期前・中期に焦点をあて，母親のみなら

ず父親を含めた，家族全体を包含した観点から捉

える必要がある。 

 

 3．Olsonの円環モデル 

家族システム論に基づいた，家族機能に関する

代表的なモデルとして Olson の円環モデル

（Olson, 2000）が挙げられる。このモデルは，家

族機能を家族の凝集性（cohesion），柔軟性

（flexibility）の 2軸と，それを促進する行動的側

面のコミュニケーション（communication）の 3

要因で表わしている。凝集性とは家族が寄り添い

合おうとする情緒的つながり，柔軟性とは家族内

でのリーダーシップ，役割，関係性を変化させら

れる程度と定義されている。この 2つの概念が縦

軸と横軸を構成し，それぞれの程度の評価で家族

機能の状態が査定される。両者が中庸な状態が適

応的な家族機能と仮定されている。 

凝集性が中庸な状態は，分離的関係（separated 

relation）あるいは結合的関係（ connected 

relation）と表される。前者は家族のそれぞれが

離れている時間が重んじられるが，僅かな時間で

も共にいる時間を持ち，一致した意思決定や相互

のサポートがある状態である。趣味や活動は別々

でも，それが家族内で共有されている。後者は共

にいることが最も重んじられ，それぞれ別の友人

もいるが家族が中心とされている。趣味や別々の

活動も共有されていることが前提である。 

柔軟性が中庸な状態は，構造化タイプ

（structured type），柔軟タイプ（flexible type）

と表されている。前者の場合リーダーシップを取

る者は民主的であり，議論は子どもも交えてなさ

れる。それぞれの役割は家族内で共有されていて

あまり変わらず，家族のルール変更もわずかであ

る。それに対し後者の場合，リーダーシップを取

る者は平等主義で，意思決定に際しては民主的で

ある。議論は子どもを積極的に交えて開放的に行
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われる。役割は共有され必要に応じて変えられ，

ルールも年齢に応じて変化し得る。 

こうした2つの概念を適応的な状態に導くコミ

ュニケーションは，聴くスキル（listening skills），

話すスキル（ speaking skills ），自己開示

（self-disclosure），明快さ（clarity），連続性の追

跡（continuity tracking），尊敬（respect and 

regard）から成る。聴くスキルでは共感性と受容

性をもって聴くこと，話すスキルでは自分自身の

ことを話すことが推奨されている。自己開示は感

情や関係性を共有することに関連しており，尊敬

はコミュニケーションの情緒的な側面と問題解決

スキルに関連しているという。こうした要素が上

手く循環すればよいコミュニケーションとなり，

凝集性や柔軟性を促し，適応的な家族機能となる

と言われている。 

以上のようにOlsonの円環モデルは，コミュニ

ケーションによって凝集性と柔軟性を中庸に保つ

ことで良好な家族機能が保てるとする，ライフサ

イクル全般を通したモデルとなっている。 

 

4．目的 

本研究では，親子関係の調整が困難になりやす

い青年期の，発達段階特有の親子間コミュニケー

ションのあり方を見出し，今後の研究への示唆を

得ることを目的とする。その際，青年期は人格形

成において性差が及ぼす影響を考慮する必要があ

るため，両親を含めた家族全体への視点が必要で

ある。そこで本研究では，青年期の親子間コミュ

ニケーションのあり方を，家族機能に基づく

Olsonの円環モデルの観点から検討する。 

 

Ⅱ．方法 

1. 対象論文 

文献の抽出に際し，Journal of Youth and 

Adolescentから探索する。当学術誌は 1972年か

ら現在に至るまで，全 45巻を刊行し，計2880本

の文献を掲載している。臨床研究のみならず，青

年期という発達段階に着目した実証的研究も掲載

している。青年期の実証的研究を全般的に網羅し

ているため，青年期を発達的な視点から捉えるう

えで適切であると考え，対象とした。 

 

2．抽出方法 

 文献の抽出は 2016 年 6 月に行った。当学術誌

より，“communication”をキーワードに検索し

た。そのうちタイトルに“parent（s）”，“caregiver”， 

“family”，“maternal”，“parental”といった家

族に関連する単語が含まれている文献226件を抽

出した。さらに，タイトルに“interaction”が入

っている文献や変数として“communication”が

用いられている文献，“disclosure”といった親子

間の直接的な関わりを扱い，対象に青年期前・中

期の青年を含めている文献 36 件を抽出した。そ

のうちレビュー論文 1件を除外し，35件を概観し

た（表 1）。 

 

Ⅲ．結果と考察 

 該当した35件の文献のうち，質的研究が1件，

混合研究が 2 件，量的研究が 32 件であった。そ

れらを，家族機能の観点に基づくOlsonの円環モ

デルの枠組みの中で，青年期の発達段階特有の親

子間コミュニケーションのあり方を捉えながら概

観していく。 

 

  1．親子間コミュニケーションの変化 

 Hakim-Larson & Hobart（1987）が母子間で

のコミュニケーションパターンの変化を見出して

いたり，Papini et al.（1988）が第二次性徴に伴

う青年の身体的変化に沿って家族内コミュニケー

ションに変化があることを示していたりするよう

に，青年期という発達段階の一時点の中でも，親

子間コミュニケーションは変化していき，特に第

二次性徴が進む青年期前期が最も親子関係が不安

定になる（金政, 2014）。親の青年に対する学校や 
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家庭での干渉も減っていく（Bhargava & 

Witherspoon, 2015）青年の変化に沿って親も柔

軟に変化する必要を迫られる。円環モデルにおけ

る役割やルールの変更が柔軟に変えられることが

求められる時期だと考えられる。 

 母子間コミュニケーションでは，青年期前期は

母親が要求することによって会話を調整し，子ど

もが容認したり助言したりする一方で，青年期中

期は母子が互いに賛成し合う，または母親は問題

解決に向かう傾向があるのに対し，子どもはそれ

に多様な形式の応答をするパターンが多くなる

（Hakim-Larson & Hobart, 1987）。家族内コミ

ュニケーションでは，母子間では葛藤が増える一

方で情緒的な内容が減り，父子間では父親のサポ

ーティブな内容が増える（Papini et al., 1988）。

青年は親の支持的，受容的な発言に支えられて親

とのコミュニケーションを成立させており，特に

情緒的な側面への考慮が必要であることがうかが

える。また，特に母子間で青年が親に対し助言す

ることも増えるなど，発達に伴い親との対等な立

場でのコミュニケーションが増えていることがわ

かる。第二次性徴を経た青年は，家族内で子ども

でありながら大人と同じ役割も果たすようになっ

てくると考えられる。 

 

 2．コミュニケーション様式 

 この変化に対応するにあたり，Olson が聴くス

キルの適応的なあり方として推奨している共感的，

受容的であることが親には求められる。Hare et 

al.（2011）は青年が評価する母親の受容と自身の

著者 年 研究の種類 対象年齢 著者 年 研究の種類 対象年齢

Bhargava, S. &
Witherspoon, D. P.

2015 量的研究 11-14歳の青年1377名
Ohannessian, C.

M. et al.
2016 量的研究

15-18歳の青年とその母親141
組

Cooper, C. R. &
Grotevant, H. D.

1987 量的研究
平均年齢17.6歳の子どもが2人

以下いる家族121組
Papini, D. R. &
Sebby, R. A.

1987 量的研究 13-14歳の青年とその両親51組

Darling, N. et al. 2006 混合研究 14-18歳の青年121名 Papini, D. R. et al. 1988 量的研究 12-14歳の青年とその両親25組
Finkenauer, C. F.

et al.
2002 量的研究 10-14歳の青年1173名

Reidler, E. B. &
Swenson, L. P.

2012 量的研究
母子232組(小学5年生65名、中
学2年生80名、高校2年生87名)

Freed, R. D. et al. 2016 量的研究
14-17歳の青年とその母親364

組
Rosenthal, D. A. et

al.
1988 量的研究 青年期の子どもとその両親

Gantman, C. A. 1978 量的研究
14-18歳の子どもを持つ家族30

組
Rote, W. M. &
Smetana, J. G.

2016 量的研究 高校1，2年生とその母親167組

Hakim-Larson, J.
& Hobart, C. J.

1987 量的研究
中学2年生と高校3年生の女子

とその母親32組
Ruthunde, K. 1997 量的研究 高校生の子どもとその両親30組

Hamza, C. A. &
Willoughby, T.

2011 量的研究
中学3年生、高校1，2，3年生

2941名
Schuster, R. M. et

al.
2013 量的研究 13-17歳の青年1145名

Hare, A. L. et al. 2011 量的分析
研究開始時13歳の青年184名と

その母親
(3年後139組)

Steca, P. et al. 2011 量的研究
調査開始時平均13.6歳の中学

生260名とその親(父または
母)150名

Hauser, S. T. et al. 1987 量的研究
14-15歳の青年とその両親79組
(健常群40組、精神病群39組）

Stoppa T. M. et al. 2011 質的研究
小学5年生から高校3年生まで
の両親972名(母のみ551名、父

のみ105名、両親158組)
Hessel, H., He, Y.,

& Dworkin, J.
2016 量的研究 12-23歳の子どもの父親158名

Tang, Sandra. et
al.

2016 量的研究
中学２年生５０７名（高校２年時

に再度調査した縦断研究）

Jerman P., &
Constantine N. A.

2010 混合研究
8-18歳までの

子どもの両親907名
Taris, T. W. &
Semin, G. R.

1997 量的研究
14-18歳の子どもとその母親

302組(その後のドロップアウトに
より288組）

Kim, M. & Park, I.
J. K.

2011 量的研究
韓国系アメリカ人の親子77組

（子どもは11-15歳）
Telzer, E. H. et al. 2014 量的研究 中学3年、高校1年生385名

Lefkowitz, E. S. et
al.

1996 量的研究 11-14歳の青年と母親31組
Titzmann, P. F. et

al.
2015 量的研究

10-18歳までの子どもとその母
親382組

(移民群185組、母国群197組）

Lippold, M. A. et al. 2015 量的研究

母子432組
(子どもが小学6年生の時から中
学2年生まで：調査開始時の平

均年齢12.14)

Van Dijk, M. P. A.
et al.

2014 量的研究 12-15歳までの青年323名

Mumford, E. A. et
al.

2016 量的研究
親子1117組

(子どもは12-18歳)
Werrbach, G.B. et

al.
1992 量的研究

高校生の子どもの家族（両親と
きょうだい1人）66組

Niemi, P. M. 1988 量的分析
15歳の青年とその親

(両親、父親、または母親)
Youniss J., &

Ketterlinus R. D.
1987 量的研究 中学3年生・高校2年生605名

Noller P. & Callan
V. J.

1990 量的研究 13-17歳の青年296名

表1 本研究で取り上げた文献
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心情の開示は強い関連があることを示している。

Lippold et al.（2015）は，マインドフルな養育で

あるほど定期的な子どもからの打ち明け話がなさ

れていることを示唆している。これらの研究から，

親の受容的に聴く姿勢は，青年の，適応的な話す

スキルである自発的な感情に関する自己開示に繋

がっていると考えられる。すなわちこのようなコ

ミュニケーションが親と青年を青年の情緒的な側

面の情報によってつなぐ役割を担っている。また，

このように家族とのコミュニケーションの中で青

年自身の感情が明快になることは，青年の精神的

健康に直接寄与している（Freed et al., 2016）。そ

うであるならば，Finkenauer（2002）が示した

青年の親への秘密保持が青年の低い自尊感情や抑

うつ感，ストレスなどに横断的にも縦断的にも寄

与しているという結果は，多すぎる秘密保持はア

タッチメントの形成不全にも関連するほどの親子

間のつながりの希薄さを予期するのかもしれない。 

 青年側のコミュニケーションに着目すると，青

年の不賛成意見を表明する度合いが親の子どもの

行動に関する知識の予測因になっており

（Darling et al., 2006），自律性が発達する青年期

においては青年の自己開示が親と青年をつなぐ役

割を担っていると言える。親子間での高い疎通性

が生まれると，親子間での価値観が一致しやすく

なる（Tang et al., 2016）など，親との類似点も

多くなる（Steca et al., 2011）。ただし価値観に関

しては青年の親からの心理的離乳の影響もあるた

め，結論は一義ではない（Werrbach et al., 1992）。

価値観の共有はされないまでも，親にとって青年

が自ら自分の行動や感情のことを親に打ち明ける

自己開示は，親が青年に関する情報を把握できる

だけではない。 

 青年期は自律性の発現ゆえに，親と共有する時

間を青年期以前ほど確保することが難しくなる。

これに対し親は青年の行動を制限することで青年

の危険を回避しようとすることもあるが，それで

は青年のことは知り得ず，青年の不適応状態の防

止にはならない（Hamza & Willoughby，2011；

Schuster et al., 2013）。しつけとしての親の批判

は，青年の自己開示とは無関係であることも示さ

れており（Rosenthal et al., 1988），厳しく言って

も青年が親の言い分をきくとは限らないのである。

Mumford et al.（2016）が，怒りやすさを示す無

関心／厳格型，制限／厳格型の親を持つ青年の暴

力に対する耐性が高く恋人関係における虐待体験

に繋がりやすいことを示しているように，青年の

危険を冒すリスクを高めてしまう結果にもなりか

ねない。こうした研究からも，青年期は親が青年

の行動を一方的にコントロールしようとしたり青

年自身のことを聞き出そうとしたりすることは逆

効果になることさえある。青年の自己開示は，親

が青年の情報を把握することで，親が落ち着いて

受容的，共感的な態度をとりやすくなるという役

割を持つ。このように親の適応的な聴くスキルと

青年の適応的な話すスキルは連続性を持ったもの

だと考えられ，こうした親子間コミュニケーショ

ンによって情緒的つながりを強めることができる

と考えられる。特殊な例として，人種によって文

化的に家族を重んじる風潮が強い場合は，その家

族主義の強さが問題行動の抑止につながっている

こともある（Telzer et al.，2014）。家族に対する

認識の文化差への考慮は必要である。 

 

 3．コミュニケーションの開放性 

コミュニケーションのあり方は，円環モデルが

示す適応的な柔軟性にも見て取れる。家族内での

リーダーシップは民主的な姿勢が求められ，子ど

もも交えた意思決定や議論がなされることが推奨

されている。これは，Taris & Semin（1997）の，

穏やかとは言えない話題は，時に葛藤となっても

しっかりと話し合うことが重要であるという主張

に通じる。同じように，夫婦間葛藤と一見青年の

精神的健康上リスクになり得る場面も，開放的で

頻繁に起こるほど青年の価値観は豊かであり家族

の情緒的雰囲気もいいことが示されている
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（Niemi，1988）。またVan Dijk（2014）は，開

放的な親子間コミュニケーションは青年の自己概

念の明快さとの関連がみられると示しており，青

年の話すスキルや明快さという肯定的な影響をも

たらす。話し合うことが難しいことも含め開放的

に議論したり話し合ったりする場を設けることが

重要だと考えられる。青年が戸惑いや不快感を感

じているほど母親に多くの発話を委ねていたり

（Lefkowitz et al.，1996），社会全体が危機に陥

り親も不安を感じている時もその話題を共有する

重要性が主張されていたり（Stoppa et al., 2011）

するように，こうした場を設けていることも青年

がいざとなった時に親を頼ることにつながってい

るのかもしれない。 

しかしOhannessian et al.（2016）が，青年が

評価するコミュニケーションの開放性は母親が評

価するよりも低く，反対にコミュニケーションに

対する問題の評価は青年の方が母親よりも高いこ

とを示している。またReidler & Swenson（2012）

は，母子関係と子どもの自己開示の母子間の評価

の差が子どもの適応に直接影響を及ぼしているこ

とを明らかにした。さらにTitzmann et al.（2015）

は，そのような認識の差異が発達に伴って広がっ

ていくことを示している。青年期の自律性の発達

に伴い，親子間の認識の差異を生み（Rote & 

Smetana, 2016）徐々に広がって行き，広がりす

ぎると青年の不適応状態を招く。親子間コミュニ

ケーションで外在化されないものの把握は難しい

が，青年の自己開示による情報を親が受容的に聴

くコミュニケーションにより親子間で認識のすり

あわせを頻繁に行うことが望まれる。 

 

4．性差と役割変容 

家族からの自律性が促されると家族以外との関

係性との結びつきが強くなる（Cooper & 

Grotevant, 1987）。こうして家族の外で親以外と

の対人関係が重要になる中で，性差が青年期以前

よりも一層関係性に影響してくる。親子間コミュ

ニケーションでも性差による違いが顕著に現れて

くる。青年と両親の性別の違いに着目した

Hauser et al.（1987）は，家族で議論を行う場面

でのコミュニケーションの様子から，男女問わず

青年は父親と多く会話していることを明らかにい

ている。Ruthunde（1997）や Papini & Sebby

（1987）の研究では，発話行動や家族関係の評価

において青年と父親は同じように評価する傾向に

あることが示されている。青年期に入ると，母子

間が中心であった親子間コミュニケーションにお

いて，父親が担う役割の比重が大きくなってくる。

Kim & Park（2011）は，父親とのコミュニケー

ション不足が子どもの内在化症状に関連している

ことが明らかにしている。親子間コミュニケーシ

ョンにおいて母親が担っていた役割のみならず，

青年の適応的な発達には父親の役割も必要になっ

てくる。青年期を迎え，役割の変容と言う柔軟性

が家族に求められると考えられる。 

特にこの父親の影響の大きさは青年男子におい

て顕著である。Noller & Callan （1990）の研究

では，女子の場合父親よりも母親との会話の頻度

が多いが，男子の場合両親への評価に差はなく，

父親と興味，性的情報や問題，一般的問題といっ

た話題について特に多く話していることを示して

いる。性に関する情報のコミュニケーションでは，

青年女子は母親との方が多くのトピックを話す一

方で，男子には両親の性差による違いは認められ

なかった（Jerman & Constantine, 2010）。この

結果からもわかるように，特にエディプス葛藤の

再燃の克服（Blos, 1967）において，青年男子に

とって性に関する問題では父子間コミュニケーシ

ョンが特に重要な意味を持つ。Hauser et al.

（1987）の研究では父親が問題解決的な表現が多

い一方母親は悩んで混乱しているような表現が多

かったとしており，こうした家族間での議論の場

でリーダーシップをとるような父親の様子は男子

青年のアイデンティティ確立におけるモデルとし

ても重要な役割を果たすといえる。また母親は，
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母親が主導して担ってきた役割を父親にも担って

もらうことで負担が軽減されることも考えられる。

父親，母親それぞれからのケアされている度合い

（caring）と自分のことを理解してもらえている

と感じている度合い（knowing）を比較した

Youniss & Ketterlinus（1987）の研究では，男女

ともに母親のほうがどちらの得点も高かったもの

の，男子のほうが父親の評価は高かったことが明

らかにされている。母子間でのアタッチメント関

係は継続しているものの，青年男子にとっては同

性である父親との親しさも重要であると考えられ

る。これは，Blos（1967）が第二の個体化の過程

の中で起こるとしている同一化の過程の表れとも

考えられる。ただしこのように親子間コミュニケ

ーションでの父親の重要性が示されていながら，

父親も青年もどちらも一番に情報共有として使っ

ていたのはメールなどの電子機器である（Hessel 

et al., 2016）。しかしそれでも父親とのコミュニ

ケーションは青年の内的／外的適応に関連してい

ることから（Hessel et al., 2016），コミュニケー

ションを取ること自体が父親には求められると考

えられる。 

 

Ⅳ．まとめ 

 本研究では，青年期という発達段階における親

子間コミュニケーションのあり方を，家族機能に

基づくOlsonの円環モデルの枠組みを用いながら

捉え，今後の研究への示唆を得ることを目的とし

た。青年期研究の学術誌から親子間コミュニケー

ションを扱った文献を抽出し，概観した。 

 その結果，青年と親とのコミュニケーションで

は親の受容的に聴く姿勢と青年の自分の感情や意

思を親に開示することの連続性が重要であること

が示唆された。また，青年期以前は母親が主導し

ていた親子間コミュニケーションにおける父親と

の役割分担という，家族内での役割変容が必要で

あることが明らかとなった。すなわち，青年期の

親子間コミュニケーションのあり方として，①親

の発言が主体である形式から，青年の自己開示を

主体とし親が聴くことに重きを置く形式への親の

コミュニケーション態度の変容，②母親主体から

父親と母親の協働による親子間コミュニケーショ

ンという両親間の役割変容，2 つの変化が起こり

得ることが示された。 

 以上を踏まえ，今後の青年期の親子間コミュニ

ケーション研究では縦断的な変化を捉えた研究が

求められる。青年期以前から青年期前，中，後期

にかけてどのようにコミュニケーション内で2つ

の変化が起こっていくのかといった，変容プロセ

スを検討する研究が望まれる。 
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